
一
．
は
じ
め
に

　

東
南
ア
ジ
ア
は
、
九
〇
年
代
末
の
ア

ジ
ア
金
融
危
機
と
は
異
な
り
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
て
受
け
身
の
立
場

に
い
た
。
経
済
全
体
に
対
す
る
イ
ン
パ

ク
ト
は
小
さ
く
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

は
実
物
部
門
、
金
融
部
門
の
双
方
で
構

造
の
変
容
が
緩
や
か
に
進
む
環
境
下
に

起
こ
っ
た
、
短
期
で
一
過
性
の
事
象
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
実
物
部
門
と
金

融
部
門
に
つ
い
て
対
照
的
で
あ
る
。
実

物
経
済
へ
の
影
響
が
一
時
的
な
が
ら
輸

出
の
激
減
を
通
じ
て
比
較
的
大
き
く
、

さ
ら
に
長
期
の
貿
易
構
造
に
も
多
少
の

影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
と
見
ら
れ
る
の
に

対
し
、
金
融
部
門
に
対
し
て
は
結
局
の

と
こ
ろ
本
質
的
な
影
響
を
与
え
て
い
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
実
の
と
こ
ろ
、
過
去
一
〇
年
間
に

二
つ
の
部
門
が
た
ど
っ
た
構
造
変
容
に

よ
く
対
応
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
小
論
で
は
、
金
融
部
門
の
構
造

変
容
に
焦
点
を
あ
て
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
金
融
混
乱
に
対
し
て

一
定
の
頑
健
性
を
示
し
た
東
南
ア
ジ
ア

の
金
融
シ
ス
テ
ム
が
、
現
実
に
は
ど
の

よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
か
、
そ

し
て
今
後
何
処
に
向
か
お
う
と
し
て
い

る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
い

く
つ
か
の
指
摘
を
行
う
。
ア
ジ
ア
金
融

危
機
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
の
金
融
シ
ス

テ
ム
は
、
間
接
金
融
、
直
接
金
融
の
両

面
に
お
い
て
確
か
に
変
容
し
て
き
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
国
際
金
融
界
が
当
初

め
ざ
し
た
改
革
の
方
向
性
と
必
ず
し
も

一
致
し
た
も
の
で
は
な
い
。
変
容
は
多

様
で
あ
る
し
、
ま
た
見
か
け
ほ
ど
に
は

変
化
し
て
い
な
い
側
面
も
多
々
あ
る
。

こ
う
し
た
点
を
、
タ
イ
に
焦
点
を
あ
て

つ
つ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
四
カ
国
の
共
通
構

造
と
し
て
見
て
い
き
た
い
。

二
．�

二
〇
〇
〇
年
代
タ
イ
金
融
部

門
と
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

⑴�

ア
ジ
ア
金
融
危
機
か
ら
の
回
復
過
程

　

タ
イ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は
、
ア
ジ
ア

金
融
危
機
の
あ
と
大
き
な
変
容
を
経
験

し
て
い
る
。
商
業
銀
行
部
門
で
は
中
小

規
模
行
の
破
綻
処
理
が
進
め
ら
れ
、
大

規
模
行
で
も
大
幅
な
経
営
戦
略
の
見
直

し
と
、
外
資
の
受
入
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
危
機
へ
の
対
応
が
一
段
落
し
た
二

〇
〇
四
年
に
は
、
金
融
機
関
の
健
全
性

規
制
の
強
化
を
軸
と
す
る
「
金
融
改
革

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
公
表
さ
れ
た
。

一
方
、
証
券
市
場
に
は
間
接
金
融
に
代

わ
っ
て
機
能
強
化
が
期
待
さ
れ
て
き

た
。
危
機
直
後
に
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
観
点
か
ら
資
本
市

場
の
役
割
拡
大
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、

タ
ク
シ
ン
政
権
下
で
財
政
改
革
が
正
面

の
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
と
、
資
本
市

場
は
国
営
企
業
の
民
営
化
と
株
式
公
開

の
場
と
い
う
、
ま
っ
た
く
別
の
観
点
か

ら
重
視
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
。

　

一
方
、東
南
ア
ジ
ア
の
実
物
経
済
は
、

全
般
的
に
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
持
続
的

な
回
復
過
程
に
入
り
、
好
景
気
は
二
〇

〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

ま
で
持
続
し
て
き
た
。
資
本
収
支
も
流

入
に
転
じ
、
ア
ジ
ア
金
融
危
機
後
、
経

常
収
支
が
直
後
か
ら
黒
字
に
転
換
し
た

こ
と
と
相
ま
っ
て
、
国
際
収
支
は
大
幅

な
入
超
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

タ
イ
で
は
、
こ
う
し
た
環
境
の
も
と

で
、
二
〇
〇
一
年
六
月
に
タ
ク
シ
ン
政

権
が
誕
生
し
、「
デ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ッ

ク
政
策
」
の
名
の
も
と
、「
地
方
」、「
農

村
」、「
貧
困
層
」
に
対
す
る
所
得
再
分

配
政
策
が
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
て
き

た
。
こ
の
政
策
は
、
結
果
と
し
て
タ
イ

経
済
に
、
好
調
な
「
対
外
（
輸
出
）
部

門
」
で
確
保
さ
れ
た
余
剰
を
、
財
政
を

通
じ
て
「
国
内
部
門
」
に
移
転
す
る
と

い
う
大
規
模
な
再
分
配
の
構
造
を
創
り

出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
政
策
路
線
は
、

財
政
改
革
に
お
け
る
国
営
企
業
の
株
式

公
開
促
進
や
「
金
融
改
革
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
お
け
る
小
規
模
金
融
機
関
創

設
と
い
っ
た
介
入
を
通
じ
て
、
金
融
シ

ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
与
え
て

き
た
。

⑵
世
界
金
融
危
機
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、
実
物
経

済
の
側
面
で
は
、
輸
出
へ
の
依
存
を
強

め
て
い
た
マ
ク
ロ
経
済
に
一
時
的
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
表
1
に
よ
る
と
、

タ
イ
で
は
、
四
カ
国
の
な
か
で
は
も
っ

と
も
早
く
に
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
転

タ
イ
金
融
部
門
の
近
年
の
変
容
と

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョッ
ク
の
イ
ン
パ
ク
ト

―
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
比
較
の
観
点
か
ら

三
重
野
文
晴
・
猪
口
真
大
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じ
、
二
〇
〇
九

年
の
第
1
四
半

期
（
Ｑ
１
期
）

ま
で
大
き
な
落

ち
込
み
を
見
せ

て
い
る
。
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
の
間
で
、
成

長
率
へ
の
影
響
に
相
当
の
差
が
あ
り
、

こ
の
影
響
の
多
寡
は
経
済
の
輸
出
依
存

度
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
景
気
後
退
は
比

較
的
短
期
的
な
も
の
に
留
ま
り
、
四
カ

国
と
も
二
〇
〇
九
年
末
に
は
回
復
期
に

入
っ
て
い
る
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、
実
物
経

済
に
お
け
る
こ
う
し
た
影
響
と
比
べ

て
、
金
融
面
で
は
さ
ほ
ど
の
混
乱
を
も

た
ら
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
タ
イ
の
商

業
銀
行
で
は
、
こ
れ
が
直
接
的
な
原
因

と
な
っ
て
経
営
困
難
に
陥
る
も
の
は
な

か
っ
た
。
商
業
銀
行
は
ア
ジ
ア
金
融
危

機
か
ら
の
混
乱
と
再
編
過
程
で
、
保
守

的
、
消
極
的
な
姿
勢
を
顕
著
に
し
て
お

り
、
ま
た
金
融
当
局
も
健
全
性
を
重
視

し
た
規
制
と
計
画
展
望
を
示
し
て
い

た
。
二
〇
〇
〇
年
代
の
タ
イ
（
あ
る
い

は
東
南
ア
ジ
ア
全
般
）
の
商
業
銀
行
部

門
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
繋
が

る
リ
ス
ク
資
産
に
強
く
関
与
で
き
る
状

況
に
は
な
く
、
こ
れ
が
結
果
的
に
幸
い

し
た
こ
と
に
な
る
。

　

図
1
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
商
業
銀

行
貸
出
残
高
は
二
〇
〇
九
年
Ｑ
１
期
か

ら
緩
や
か
に
低
下
し
、
実
物
経
済
が
回

復
過
程
に
入
っ
た
Ｑ
４
期
に
底
を
打
っ

て
お
り
、
実
物
経
済
に
対
し
て
明
ら
か

に
遅
行
し
て
い
る
。株
価
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
直
ち
に
反
応
し
て
い
る

が
、
Ｑ
２
期
に
は
す
で
に
先
行
的
に
回

復
を
は
じ
め
る
。
金
融
市
場
は
実
物
経

済
の
影
響
を
受
け
て
小
幅
な
収
縮
を
見

せ
た
も
の
の
、
金
融
市
場
そ
の
も
の
の

混
乱
は
非
常
に
小
さ
な
も
の
に
と
ど

ま
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
．
マ
ク
ロ
金
融
環
境
の
趨
勢

⑴�

国
際
資
金
フ
ロ
ー

　

ア
ジ
ア
金
融
危
機
を
契
機
に
、
タ
イ

へ
の
国
際
資
金
フ
ロ
ー
は
大
き
く
変
容

し
て
い
る
。
ま
ず
、
以
前
は
大
量
に
流

入
し
て
い
た
銀
行
信
用
が
流
出
に
転

じ
、
こ
の
趨
勢
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
の
直
前
ま
で
持
続
し
た
。
他
方
で
、

直
接
投
資
の
流
入
は
安
定
し
て
維
持
さ

れ
、
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
は
さ
ら
に
拡

大
し
て
い
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資

は
、
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
再
流
入
に
転

じ
、
直
接
投
資
の
増
加
と
相
ま
っ
て
、

資
本
収
支
全
体
が
黒
字
に
転
換
し
た
。

　

実
物
経
済
面
で
は
、
経
常
収
支
の
黒

字
構
造
が
定
着
し
、
ま
た
二
〇
〇
二
年

頃
か
ら
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
高

い
成
長
率
を
実
現
し
た
。
資
本
収
支
が

流
入
に
転
じ
る
二
〇
〇
四
年
以
降
、
国

際
収
支
は
全
体
と
し
て
大
幅
な
黒
字
と

な
っ
て
い
た
。シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
、ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
が
大
幅
な
流
出
に
転

じ
た
も
の
の
、
一
方
で
銀
行
信
用
は
む

し
ろ
流
入
に
転
じ
、
全
体
と
し
て
の
資

本
フ
ロ
ー
の
流
出
は
小
幅
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　

図
2
は
、
資
本
フ
ロ
ー
を
海
外
か
ら

タ
イ
へ
の
投
資inbound

（
上
側
）
と
、

タ
イ
居
住
者
の
海
外
へ
の
投
資

outbound

（
下
側
）
に
分
け
て
趨
勢

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
銀
行
信
用

（「
そ
の
他
の
大
部
分
を
構
成
す
る
」）

の
項
目
で
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
タ
イ

居
住
者
か
ら
の
流
出
が
急
拡
大
し
て
お

表1　リーマン・ショック直後の成長率推移－ASEAN4カ国比較
GDP成長率（年率％、前年同期比、実質）

輸出／GDP＊ 09／Q1輸出対前年同期比 財政収支／GDP＊
2007 2008Q4 2009Q1 2009Q2 2009Q3 2009Q4

タイ 3.9 －4.3 －7.1 －4.9 －2.7 5.8 61.5％ －26.5％ －1.7％

マレーシア 4.7 　0.1 －6.2 －3.9 －1.2 4.5 94.5％ －35.2％ －3.2％

フィリピン 5.0 　4.5 　4.5 　0.8 　0.4 1.8 34.2％ －36.1％ －0.2％

インドネシア 6.4 　5.2 　4.4 　4.0 　4.2 5.4 27.3％ －40.6％ －1.2％

（注）＊2007年末値。
（出所）Key Indicator, Asian Development Bank、各国中央銀行、その他資料より計算。
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り
、
タ
イ
の
商
業
銀
行
が
海
外
向
け
の

貸
出
を
急
増
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
上
側
の
図
と
の
対
照
で
わ
か

る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
金
融
危
機
の
調
整

過
程
と
し
て
続
い
て
い
た
非
居
住
者
の

銀
行
信
用
の
引
き
上
げ
は
二
〇
〇
五
年

に
は
止
ま
っ
て
お
り
、
か
わ
っ
て
タ
イ

の
商
業
銀
行
が
海
外
へ
の
融
資
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

直
接
投
資
は
二
〇
〇
四
年
以
降
、
海

外
か
ら
の
流
入
が
拡
大
し
て
お
り
、
そ

の
一
方
で
、
〇
六
年
以
降
、
タ
イ
国
内

か
ら
海
外
へ
の
直
接
投
資
も
増
え
始
め

て
い
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
は
二

〇
〇
四
年
以
降
海
外
か
ら
の
流
入
が
増

え
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
タ
イ
国

内
か
ら
海
外
へ
の
投
資
も
着
実
に
増
え

て
い
る
。ネ
ッ
ト
の
値
で
み
る
と
流
出
・

流
入
の
傾
向
が
安
定
し
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
が
、
海
外
か
ら
の
流
入
に

限
っ
て
み
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
は

株
式
投
資
を
中
心
に
流
入
が
安
定
的
に

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
に
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
投
資
は
ネ
ッ
ト
で
は
流
出
に

転
じ
て
い
る
が
、
こ
の
図
は
、
そ
れ
が

二
〇
〇
八
年
で
は
基
本
的
に
は
海
外
か

ら
の
投
資
の
引
き
上
げ
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
二
〇
〇
九
年
で

は
そ
れ
が
収
束
を
見
せ
る
な
か
で
、
タ

イ
国
内
か
ら
海
外
へ
の
債
券
投
資
が
急

回
復
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
銀
行

信
用
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
む
し
ろ
流

入
が
ネ
ッ
ト
で
維
持
さ
れ
て
い
る
か
に

見
え
る
が
、
実
態
と
し
て
は
、
タ
イ
に

流
入
し
て
い
た
海
外
資
金
の
流
出
が
小

さ
い
一
方
で
、
タ
イ
の
銀
行
が
海
外
に

展
開
し
て
い
た
信
用
を
大
き
く
引
き
上

げ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑵
証
券
市
場

　

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
金
融
危
機

後
、タ
イ
の
証
券
市
場
は
収
縮
し
、コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
な
ど
の

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
し
ば
ら
く
は
低

迷
を
続
け
る
が
、
二
〇
〇
三
年
こ
ろ
か

ら
実
物
経
済
の
回
復
に
伴
う
形
で
急
回

復
を
見
せ
始
め
る
。
主
要
指
標
に
よ
る

と
、
二
〇
〇
三
年
に
は
す
で
に
株
式
時

価
総
額
は
九
〇
年
代
の
景
気
過
熱
期
の

水
準
を
凌
駕
し
、
株
価
指
標
（SET 

index

）
で
み
て
も
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
前
の
二
〇
〇
七
年
末
に
は
八
五
八

と
、
九
〇
年
代
の
景
気
過
熱
期
の
直
前

の
水
準
に
回
復
し
て
い
た
。リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
の
株
価
は
一
旦
四
〇
〇
台

ま
で
落
ち
込
む
も
の
の
、
二
〇
一
〇
年

半
ば
に
は
す
で
に
水
準
を
戻
し
、
回
復

は
比
較
的
早
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
一
見
活
況
を

呈
す
る
証
券
市
場
が
、
こ
の
国
の
資
金

仲
介
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
評
価
す
る
に

は
、
実
物
経
済
と
金
融
部
門
の
間
の
構

造
に
留
意
し
て
慎
重
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
証
券
市
場
を
活

用
し
て
積
極
的
に
株
式
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
行
う
企
業
の
参
加
は
、
そ
れ
ほ
ど
に

は
拡
大
し
て
い
な
い
。
上
場
企
業
数
は

一
九
九
六
年
に
四
五
四
社
に
達
し
た

が
、
危
機
後
激
減
し
、
二
〇
〇
四
年
に

水
準
（
四
六
四
社
）
を
も
ど
す
も
の
の
、

そ
の
後
大
き
な
伸
長
は
見
せ
て
い
な

い
。

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
最
近
の
研
究

会
で
筆
者
が
示
し
た
数
値
に
よ
る
と
、

総
資
産
規
模
で
測
っ
た
「
主
要
企
業
」

（
非
金
融
企
業
）
の
な
か
で
、
証
券
市

場
に
参
加
し
て
い
る
「
上
場
企
業
」
は

上
位
四
〇
〇
社
の
な
か
で
三
三
％
と
驚

く
ほ
ど
に
少
な
い（
詳
し
く
は
三
重
野
・

猪
口
［
二
〇
一
一
］、三
重
野
・
布
田
［
二

〇
一
〇
］）。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
以

降
の
急
回
復
に
直
接
的
に
貢
献
し
た
輸

出
製
造
業
は
、
そ
の
大
き
な
部
分
が
多

層
か
ら
な
る
外
資
系
企
業
に
よ
っ
て
担

図2　Inbound（海外からのタイへの投資）
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わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

は
上
場
し
て
お
ら
ず
、
自
己
資
本
に
依

存
す
る
傾
向
が
強
い
。
株
式
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
主
な
企

業
は
、
上
場
企
業
の
う
ち
の
外
資
出
資

比
率
一
〇
％
未
満
の
層
に
属
す
る
企
業

群
で
あ
り
、
非
常
に
偏
在
的
な
存
在
に

す
ぎ
な
い
。
国
内
に
流
入
す
る
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
投
資
は
、
現
在
の
成
長
構
造

の
「
基
幹
」
部
分
に
は
直
接
的
な
影
響

を
あ
ま
り
与
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

証
券
市
場
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
あ

る
種
の
「
停
滞
」
が
持
続
し
た
こ
と
に

は
、
こ
の
時
期
に
政
策
を
担
っ
た
タ
ク

シ
ン
政
権
の
施
策
と
の
関
係
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
デ
ュ
ア
ル
・

ト
ラ
ッ
ク
政
策
」
下
で
の
財
政
改
革
で

は
、
タ
イ
石
油
公
社
（
Ｐ
Ｔ
Ｔ
）
な
ど

の
国
営
企
業
の
民
営
化
と
株
式
上
場
が

そ
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
き
た
。
こ
う

し
た
国
営
企
業
上
場
の
過
程
で
、
利
権

や
上
場
益
配
分
を
め
ぐ
る
汚
職
問
題
が

頻
繁
に
取
り
ざ
た
さ
れ
、
多
く
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
証
券

市
場
に
対
す
る
世
論
の
悪
感
情
が
こ
の

「
停
滞
」
を
生
み
だ
し
て
き
た
面
も
無

視
で
き
な
い
（
三
重
野
・
布
田
［
二
〇

一
〇
］）。

　

こ
の
よ
う
に
、
証
券
市
場
の
一
見
し

た
回
復
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
金
調
達

の
場
と
し
て
の
証
券
市
場
の
機
能
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
顕
著
な
発
展
を
見
せ

た
と
は
い
い
が
た
い
。

四
．
商
業
銀
行
部
門
の
構
造
変
化

⑴
商
業
銀
行
の
再
編
と
貸
出
の
回
復

　

東
南
ア
ジ
ア
の
金
融
シ
ス
テ
ム
で
は

商
業
銀
行
が
依
然
と
し
て
主
要
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
金
融
危
機
か

ら
世
界
金
融
危
機
に
至
る
ま
で
の
約
一

〇
年
の
間
に
、商
業
銀
行
部
門
は
破
綻
・

再
編
を
含
め
た
大
き
な
変
動
を
経
験
し

た
。

　

タ
イ
の
商
業
銀
行
部
門
は
、
ア
ジ
ア

金
融
危
機
後
大
規
模
な
再
編
を
経
験
し

た
。
二
〇
〇
一
年
頃
ま
で
経
営
困
難
に

陥
っ
た
中
・
小
規
模
行
の
抜
本
的
な
再

編
が
進
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
こ
ろ

か
ら
の
集
中
的
な
債
務
整
理
の
取
り
組

み
を
経
て
、
〇
一
年
初
頭
ま
で
に
は
、

金
融
混
乱
の
収
集
に
お
お
よ
そ
の
目
処

が
立
つ
ま
で
に
な
っ
た
。
タ
ク
シ
ン
政

権
の
も
と
で
、
タ
イ
中
央
銀
行
は
「
金

融
改
革
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
二
〇
〇

四
年
）
を
発
表
し
て
、
複
数
の
政
策
軸

を
示
し
、
こ
れ
を
受
け
て
商
業
銀
行
の

新
規
参
入
、
リ
テ
ー
ル
銀
行
の
設
立
、

外
国
銀
行
支
店
の
現
地
法
人
化
な
ど
、

も
う
一
段
の
金
融
再
編
が
進
捗
し
た

（
三
重
野
・
布
田
［
二
〇
一
〇
］）。

　

タ
イ
で
は
預
金
・
信
用
と
も
に
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
で
微
減
の
傾
向
が
つ
づ
き
、
世

界
金
融
危
機
に
入
る
二
〇
〇
七
年
以
降

上
昇
に
転
じ
る
。
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
三

カ
国
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
預
金
・

信
用
と
も
に
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
概
ね
一

定
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
見

れ
ば
、
一
時
期
を
除
い
て
、
商
業
銀
行

に
よ
る
金
融
仲
介
機
能
は
、
や
や
弱
ま

り
つ
つ
も
維
持
さ
れ
、
決
し
て
極
端
な

停
滞
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

⑵
貸
出
行
動
の
変
容

　

商
業
銀
行
の
金
融
仲
介
機
能
の
変
容

は
、
実
は
、
こ
う
し
た
信
用
の
収
縮
・

回
復
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
問
題
は
二

〇
〇
〇
年
を
通
じ
て
産
業

別
貸
出
の
構
成
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。CEIC D

ataBase

に

依
拠
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

四
カ
国
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業

別
の
貸
出
比
率
の
変
化
を

可
能
な
範
囲
で
比
較
す
る

と
、
す
べ
て
の
国
で
、
商

業
銀
行
は
、
製
造
業
に
対

す
る
貸
出
比
率
を
一
貫
し

て
低
下
さ
せ
て
き
た
一

方
、
貸
出
の
重
点
を
金
融

部
門
・
消
費
部
門
に
、
一

部
の
国
で
は
不
動
産
部
門

へ
と
移
し
て
き
て
い
る
。

タ
イ
を
除
く
三
カ
国
で
は

製
造
業
へ
の
貸
出
比
率
が

著
し
く
低
下
し
て
お
り
、
金
融
・
消
費

産
部
門
へ
の
貸
出
比
率
の
上
昇
は
デ
ー

タ
が
利
用
可
能
で
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
除
く
三
カ
国
で
顕
著
に
観
察
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
不
動
産
部
門
へ
の
貸
出
比

率
の
上
昇
が
著
し
い
（
詳
し
く
は
、
三

重
野
・
猪
口
［
二
〇
一
一
］）。

　

こ
の
一
〇
年
で
東
南
ア
ジ
ア
で
は
確

か
に
消
費
の
高
度
化
が
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
地
域
の
成
長
構
造
の
基
本

は
、
ア
ジ
ア
金
融
危
機
以
降
落
ち
込
ん

だ
投
資
を
カ
バ
ー
す
る
形
で
、
な
に
よ
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り
も
輸
出
に
よ
っ
て
回
復
が
牽
引
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
Ｇ
Ｄ
Ｅ

に
占
め
る
消
費
支
出
の
比
率
は
、
四
カ

国
す
べ
て
で
横
ば
い
か
微
減
傾
向
で
あ

る
。商
業
銀
行
の
貸
出
行
動
の
変
化
は
、

こ
の
部
門
が
、現
在
の
成
長
構
造
の「
基

幹
」
部
分
で
あ
る
輸
出
製
造
業
で
は
な

く
、
そ
の
副
産
物
的
な
成
果
で
あ
る
消

費
・
国
内
セ
ク
タ
ー
に
、
そ
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
重
点
を
お
い
て
き
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

　

図
3
に
よ
っ
て
、
製
造
業
と
商
業
銀

行
貸
出
の
関
係
が
現
在
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
る
か
を
、
よ
り
細
か
く
確
認
し

た
い
。
こ
の
図
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
四
カ

国
の
商
業
銀
行
の
全
貸
出
に
占
め
る
製

造
業
へ
の
貸
出
比
率
（
縦
軸
）
を
、
製

造
業
の
付
加
価
値
比
率
（
横
軸
）
と
比

較
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て
は
筆
者

の
以
前
の
研
究
（
奥
田
・
三
重
野
［
二

〇
〇
八
］）
に
基
づ
い
て
、
七
〇
年
代

か
ら
の
長
期
趨
勢
を
大
雑
把
に
矢
印
で

記
し
て
い
る
。

　

図
3
の
横
方
向
の
動
き
が
小
さ
い
こ

と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
四
カ
国
と
も

製
造
業
の
付
加
価
値
比
率
に
は
そ
れ
ほ

ど
の
変
動
が
な
い
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

の
半
ば
に
か
け
て
上
昇
し
て
い
る
。
直

近
の
比
重
の
低
下
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
の
一
時
的
な
輸
出
の
低
下

を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
基
本
的
に
は
こ
の
地
域
の
経
済
は

製
造
業
の
比
重
を
緩
や
か
に
増
し
つ
つ

あ
る
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た

な
か
で
、
四
カ
国
に
共
通
し
て
縦
方
向

の
大
き
な
低
下
が
見
ら
れ
、
商
業
銀
行

の
製
造
業
向
け
貸
出
比
率
が
急
速
に
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
タ
イ
と

マ
レ
ー
シ
ア
の
長
期
趨
勢
を
合
わ
せ
て

考
え
る
と
、
こ
の
傾
向
は
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
っ
て
大
き
く
生
じ
た
構
造
変
化

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
金
融
シ
ス

テ
ム
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
か
、

今
後
注
意
深
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。

五
．
ま
と
め

　

世
界
金
融
危
機
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の

実
物
経
済
に
対
し
て
は
輸
出
の
縮
小
と

い
う
形
で
一
定
の
シ
ョ
ッ
ク
を
も
た
ら

し
た
一
方
で
、
金
融
面
で
は
そ
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
小
さ
か
っ
た
。
国
際
資
金
フ

ロ
ー
の
面
で
は
、
タ
イ
国
内
の
海
外
資

金
の
引
き
上
げ
が
あ
る
程
度
生
じ
た
も

の
の
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
、
銀
行

信
用
と
も
タ
イ
の
居
住
者
側
の
対
外
投

資
が
積
み
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

で
、
そ
の
影
響
は
緩
衝
さ
れ
た
。
そ
し

て
証
券
市
場
も
銀
行
貸
出
も
回
復
は
早

く
、
こ
う
し
た
金
融
の
経
路
か
ら
実
物

経
済
に
与
え
た
影
響
は
ほ
と
ん
ど
観
察

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
非
対
称
な

イ
ン
パ
ク
ト
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
直

接
投
資
・
輸
出
製
造
業
に
よ
る
実
物
経

済
の
成
長
と
、
変
容
の
な
か
で
そ
の
役

割
の
あ
り
か
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
る

金
融
シ
ス
テ
ム
と
い
う
、
東
南
ア
ジ
ア

経
済
に
お
け
る
実
物
と
金
融
の
乖
離
構

造
に
よ
く
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

タ
イ
な
い
し
東
南
ア
ジ
ア
の
金
融
シ

ス
テ
ム
の
構
造
の
問
題
に
と
っ
て
は
、

昨
今
の
世
界
金
融
危
機
の
影
響
が
示
す

兆
候
は
、
部
分
的
、
象
徴
的
な
も
の
を

超
え
て
こ
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
の
金
融

シ
ス
テ
ム
に
何
が
生
じ
つ
つ
あ
る
か
を

把
握
す
る
た
め
に
は
、
や
や
長
期
的
な

視
点
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

（
み
え
の　

ふ
み
は
る
／
神
戸
大
学
大

学
院
国
際
協
力
研
究
科
教
授
・
い
の
ぐ

ち　

ま
さ
ひ
ろ
／
京
都
産
業
大
学
経
営

学
部
准
教
授
）
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奥
田
英
信
・
三
重
野
文
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［
二
〇
〇

八
］「
東
南
ア
ジ
ア
の
金
融
発
展
」

寺
西
他
編
『
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と

金
融
シ
ス
テ
ム
：
東
北
ア
ジ
ア
編
』。

●
末
廣
昭
［
二
〇
〇
八
］「
経
済
社
会

政
策
と
予
算
制
度
改
革
」、
玉
田
他
編

『
タ
イ
政
治
・
行
政
の
改
革　

一
九
九

一
―
二
〇
〇
六
年
』。

● 

三
重
野
文
晴
・
布
田
功
治
［
二
〇
一

〇
］「
タ
イ
金
融
シ
ス
テ
ム
の
変
容
」

国
宗
編
『
国
際
資
金
移
動
と
東
ア
ジ

ア
新
興
国
の
経
済
構
造
変
化
』。

● 

三
重
野
文
晴
・
猪
口
真
大
［
二
〇
一

一
］「
タ
イ
金
融
部
門
の
近
年
の
変

容
」
国
宗
浩
三
編
『
世
界
的
景
気
後

退
と
開
発
途
上
国
の
政
策
対
応
』
調

査
研
究
報
告
書　

ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
。
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